


さまこじ め iこ

21世紀を目前に､社会 ･経済横道の変化､時代の流れの早さは著 しく､都

市づくり､街づくり-の影響も多大である｡ニュータウン事業もいわゆるNT

=住宅地といった一律的な概念から､NT=都市 (多様な土地利用 ･施設 ･̂

々の複合)へと横道恥換されていく必要性が高い｡そのため,いわゆる利便施

殻に加え､様々なライフ ･ステージ､ライフ ･スタイルに対応 した意味関連､

生活閑適施殻とサービス ･利用システムの創出が必要である｡つまり,NTの

熟成化が進むに当たって､ ｢高齢化｣r情報化J r国際化｣｢生活行動の多様

化｣と舌ったキーワー ドに代表される時代の流れ､新しい枠組みを考膿したま

ちづくり (施設､システム､道営)を図ることである｡

わが国の高齢化は､着実に進みつつあり､神奈川肱内の高齢者^口はピーク

時 (2020年)には総人口の20%台に達すると予想され､人生80年代を迎え

るとともに高齢化社会の到来となり､身近な問題としてその対応弟が期待され

ているdそのため､捲北ニュータウンにおいても､高齢化社会への対応は住宅

はもとより介護等ニーズの高まりをつかみ､行政や民間 レベルの様々な椴り組

みと同時に､地域のコミュニティとしての展開と取 り組みが要求されている｡

まちは､その住まい手の価偶観､生活行動に応じた意味関連の異なる生活世

界である｡高齢化 ･国際化 ･惜租化 ･多様化といった計画要因も､それらが相

互にネットワーク･システム化されることにより､より高度に活性化された時

･壁間が創出される｡その秩序と活性化が両義的に織り成された都市横道-コ

スモロジーの確立が必要といえよう｡

このような視点から､本調査においては港北ニュータウンにおける高齢化社

会への対応方訴及び対応施設等の実現化の方向性を放射するものである｡

< 今 回 鯛 ≡由≡iこ つ t,ヽ て >

本調査はNT事業の事業主体である住宅 ･都市整備公団港北開発局J同関

東支社,神奈川県住宅供給公社､及びNT内に既存施設を有する中銀マンシ

オンの共同勉強会として､㈱港北都市開発センターがコーディネーターとな

り行ったものである｡作業項目と作業フローは事項に示す通 りであるD大き

くは､

①一般的な高齢化の動向と練磨の整理｡

②NTの将来的な高齢化対応の施設整備の必要性の検討｡

③世代を超えた交流 ･生酒向上対応の新しい生活環境施設の可能の検討｡

を行っている｡

このうち ｢NTの将来的な高齢化対応の施設盤臓の必要性の検討｣につい

ては､市との協議を行ってお らず､今回綿査の成果を叩き台とし､次年度調

査において､関連語機関との踊盤に基づき､ より具体性を持った整個計画の

方向をさぐる必要がある｡また､ r世代を超えた交流 ･生活向上対応の新し

い生活環境施設の可能性の検静Jにおいては､各事業主体の異なる立場を前

提に､時代の流れに応じた新しいNTづくりの面からの必要性や､個別事業

としては困難な部門について､相互にタイアップすることにより､可能とさ

せ､より高度な高齢者対応の生活関連施殻､サービスの創出を目指すもので

ある｡

㈱ 耀北 都 市 開発 セ ン ター

㈱アルメック都市 ･建築工房

㈱ 福 祉 開 発 研 死 所
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エ ー 高 齢 イヒ 社 会 の 進 展 一才巴 櫨

1 . ETコ奉こ古こ 方今 ナ̀ る 高 歯令 イヒ

老年人口 (65才以上人口)の増加

○老年人口の推移 一一一一昭和 60年 10.3% (1.247万人)

平成 12年 16.3% (2,134万人)

平成 32年 23.6% (3.188万人)

○老年人 口の割合 は約 35年間の短1g7問の うちに大 きく上昇 し, 欧米諸国

に柄をみないス ピー ドで超高齢化社会を迎 えている｡

年弟 (3区分)別にみた人口とその割合の推手鼻と将宋予測

l ぺ 絶 入 り(T-人)
0-t〟宅 0-11一花 15-6J歳

1IlI1II1-1lIll19L919 (人｣りこjHl;tl I)) 55596J6973:1819Uzr ……享 6:I3750517501tSl′日2日9…萱 i 162179 3231371U131650.33.60.67.T-_}.Lつ.73..12..6ー15J92.8O7,J7J.-_752.7831t)8167169JJ11198りTS35531 2.9J23.O213.I)613.2こ153.JSJ3.7151.1611.7875.3996.2367,393也.9121O.TltI12.172 36363636363535.33.3O.25.2.I.21.1,3.'21..JtJ.70.58.89.O8.30i)ll15730.'13:≡5(J51 〇J○○つつ⊃666666-68 6464901128L)●〉⊃8 声.265.061.75J.674.731.801.955.315.736.297.tJt;7.969.lt;Ill.30t l(く り( 3l 3L JJ⊃865'i.12lELStl0),iStqOJ.i5:lりIl5.lり l 697336233J2953JlU7J2

Jgl9:∩ ト 日 ';:1こ11,1こ】5.135.t35.13J. 3i9ら d6878bd｣83818l8[ TJGd61地相l997DJZ ll.819は.りtl921.33821.19527.JOJ30.61331.88O31.465 lSl7l718181716Ⅰ6 23813600 696865636159596【) ⊃3コ3∫9 ll.93日.1216.2618.U-_I19.9622.5123.5623.373J1-21)20( 32)辛 27

2 . 柑ii浜 下げ Eこ jIJ一古ナ る Tl.真.ll-出合イヒ

老年人口 (65才以上人 口) の増加

○老年人 口の推移 --一一平成 2年 8.6% (27万人)

平成 7年 10.8% (38万人)

平成 12年 13.1% (48万人)

○老年人 口の比率 は全国に比べ低い水準にあるが,高齢化 の進 み具合は

昭和 50年代から全国を上回 る速度で進み∴ 今後 も一段 と早まる傾向に

ある｡ 区別 には郎心区が高 く, 郊外区は低い｡

■高齢者人口の推移

1613,･ 腰 畠

昭和40年 45 50 55 60 平成2咋 7 12

JIEJ.r

｢も沖浜fff=-&人rpIEW F究会報皆｣ (旧称57年3月駄qTt市)をもとにデータをID近のものに捗正



3 _ 声王室 =(ヒ N T こ̀ 於 け~る 高 歯令イヒ

(1)継北 NTに於ける高齢化の予測

①現状を基礎とした トレン ド

○ 粘北 NTに於ける人口の増加傾向と,年齢別の人口捕成の状況を益礎

として将来人口の予測を行 うと,現状の同様の人口流入が続 く限 り,

人口の高齢化現象はかなり低いものであると予糾 される｡

○平成 12年の予mI1---総 人 口 193.487人

65歳以上の人口 8,609人 (4.45%)

仔喜怒11上̂ DのほtfT liS読札エ∧口比三の‡弼

4 _ 高 出合イヒ :EL会 へ の 課 是Ei-

(1)老後の就労と所得の確保

7.高齢者の就業機会 ･就業意欲 ･能力の確保

ィ,公的年金制度の改革

ク.雇用 ･就労から公的年金受給開始への円滑な推移

エ.物価の安定等

(2)高齢者の鮎JiR･福祉等の確保

7.高齢者の雌康 ･医療の確保のための体制づ くり

ィ.高齢者の福祉ニーズへの対応の体系化

ク.高齢者の軸旋 ･福祉 に関迎する人材の確保と資質の向上

工.望ま しい同居や近接別居の促進

オ.高齢者の社会参加の場 ･機会の確保

カ.高齢者が住みやすいまちづ くりの推進

(3)高齢社会へ向けての国民各層の対応

7.国民が高齢社会に対する十分なBJ!解を持つ必要がある

ィ.高齢化 していなかった時代の諸慣習や考え方を見直す必要がある

ク.高齢者を社会の一見 として位盗づけること

エ.高齢社会への対応は国民全体の問題であること

オ.高齢桝を充実 して生 きる方法は自分自身で兄いだしていく姿勢が大

切であること

カ.高齢社会に向かって国民各層の社会的連帯がいっそう重安になるこ

と
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3 _ 僻 む毛市 の 可尊 さ托 首十画

○横浜市では ｢"羽ばたけ!未来へN槻浜市高齢化社会対米指針｣ (平成元

年11月)において以下のような考え方を紫定している｡施術の方向と主な

事業施殻は市城レベルを対故とした目擦偶であり､地区レベルの位置付は

きれていない｡

横浜市高齢化社会封鎖指針の構成図

1 2

人ILiJLIl三の吋IEE に日工と参加.lb/Jiと迎W

施術の方城と主な事業施殻

圭 fL 事 3k も . Lk h 内 容 事 J rt 書 ･jy jF4J>t長 平政6年平政12年

Tの支nL Id中 完dLi

の生VRO老人保鵬 投のJl川 25ヶ所 X何40ヶ所1ヶ所 全 圧58ヶ所3ヶ所iA正己正

全 Ef37ヶ所 80ヶ所 X日jf利用EZ

5ク■所 +!tt*116ヶ所+ 4全 区 完 成6ケar全 区 1ヶ所与gl=1ヶ所

泊里 完 成 1ヶ所

}一書 由■■∂ BT判Ftl甜中手蚊区に1ク.康

地域ケアシステムの概念図

･-=一･匹 ∃ ･缶 ･[垂車重 ]

≡[亘垂 司 IE 三三 ∃

XE7F仙uEK :JB城の先枚を7r好的l:兄Eするうえでの15建玉IJT.市民が.吐辞や自転羊.
パスなどで推抗也なく舶用でeる揮X (出ね1-1.51■)JtElS:L'定めらttている.

痴呆性老人対米の概念図

画〔事 :: ; スdlT.･叫 田 園

E回
山

･･･田

･
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4 . 施 設 の 記雫 是蛮

(1)ねたきり老人介誠施設

○今後大幅に増加す るねたきり老人について.在宅のねたきり老人につ

いては, ホームへルパ-の派適 やデイ ･サービスl串業を充実 して. 荏

宅生活の支援を強化する一方,在宅での介誠が困難なねたきり老人に

ついての,特別養誠老人ホームの整臓を重点的に進めることが必要で

ある｡

要介誠老人の将来推計と関係施設の整傭

65歳以 要介謹 老人保健 福祉サービス等 長期入院

在 宅 特 養上人口 老人数 施 設 患 者 数

昭和61年度 万人 万人 万人 万人 万人 万人1.300 60 23 12 25

平成 2年度 1.500 70程度 5程度 24程度 16程度 25程度

7年度 1.800 85程度 15-17程度 29-31程度 20程度 18-20程度

(資料)財団法人長寿開発センター ｢老人福祉のてぴさ｣平成2年度版

(2)痴呆性老人介繕施設

○痴呆性老人の介護にあたる家族の負担は大 きく,長期にわたる介誠に

よる共別れを防 ぐために,今後.痴呆性老人を抱える世帯に対す る保

雌指導や各種福祉施策,専門病院, デイ .ケアーセンターの整備が課

題 となるO

痴呆性老人の現在及び将来の推計値 (在宅) (単位 :千人)

昭和60年 平成2年 7年 12年 17年 22年 27年

65歳以上人口 (A) 12.468 14.818 18.009 21.338 24.196 27.103 30.642

在宅の痴呆性老人数 (8) 593 744 924 1.121 1.338 1.593 1.848

年齢階層別割.Jet.⊂コ% 65-69歳 8.6 8.2 8.2 7.6 6.5 6.0 _6.1

70一一74 16.2 13,8 13.6 14.0 13.1 ll.3 10.7

75-79 20.6 19.6 17.2 17.5 18.4 17.3 15.3

80-84 28.3 28.8 28.4 25.9 27.1 28.6 27.8

85- 26.3 29.6 32.6 35.0 34.9 36.8 40.1

(資料)厚生省痴呆老人対策推進本部報告 (昭和62年8月)

(3)老人福祉施設対策

○特別養旺老人ホームは, これまで入所 している要介旺老人等の生活の

鳩として削 指されてきたが,今後はデイ ･サー ビス事業 ･ショー トス

テイ事業及びホームヘルパーの派通事米等の,在宅サー ビスを積極的

に展開するための拠点 としての役割を果たすことが求め られている0

○老人福祉施設の整備にあたっては,将来の高齢社会を見掘えた目標で

ある ｢高齢者保健福祉推進 10カ年戦略｣ (ゴール ドプラン) (平成

元年 12月策定)に基づき,今後 10年間に各種の老人福祉施設を大

幅に増設することを目標 としている｡



6

rll__ 高 齢命イヒ本土会 と の 関 :連 の 整 理

1 _ ニ .ユ - タ ウ ン と 高 地令イヒ の 課 謹白

(1)高齢化対応のまちづ くりの基本的な考 え方

従来のまちは,若年層 ･中年層を対象 として,都市基盤施設をはL:めとして

まちづ くりが行 なわれて きた｡都市施設 ･文数施設 ･交通機関 ･道路等,舶康

な人が使いやす く利用 しやすいまちが,全国各地に建設 されてきている｡ しか

し,人口の高齢化が進み, 21世紀には4人に 1人が65歳以上 という,かつ

てない高齢化社会が予測 されているいま, もう一度高齢者の観点に立 ったまち

を見直すことが要求 されている｡

継北 ニュ ータウンは, まだ人口的にもコミュニティとして成熟 しているわ

けではTj:いが, 今後,他地域 と同 L:ように高齢化が進むことが考えられるO高

齢化の進む率はニュータウンということもあり,全国平均よりも低 く抑えられ

既存の他都市 ･地域 と同 じスピー ドというわけではない｡

しか し, まちづくりが長い期間をかけて出来 ることを考えれば, コ ミュニテ

ィが成熟 される前に,高齢化社会対応の しかけづくりを行なっておく必要があ

ろう｡

(2)必要機能の抽出

高齢化対応の しかけづ くりとして,本計画では必要機能 として以下のものを

考えた｡

① 一般住戸

a.一般住戸

b.高齢者向集合住戸

C.要介泣高齢者向住戸

⑨ 要介経対応機能

a.安介誠入所施設

b.要介護適所 ･訪問施設

③ スポーツ ･生 きがい機能

a.スポーツ関連施設

b.生 きがい関連施設



A

2 _ .I･〒箸 学良 イヒ の i塩 屋 と 高 齢 イヒ

○ 高齢者 の増大 に対応 して, 高 齢者向 けの各 種商品 やサ ー ビスの開 発 ･

普及 が予机Jされ るが, 高齢者 の消鎖生 活 を豊 で充 実 した もの にす るた

め には. 選択 の幅 を大 き くす るため の ｢情 報｣ が 重要 な役割 を果 たすo

O高齢者 の情 報利用 ニ- ドは高 い もの が あ り, ニ ュ ー メデ ィア機器 の普

及 によ って. 高齢者 に対す る情報提 供手段 は多様 化 し, 情報丑 も飛躍

的 に増 大す る｡

○ 高 齢者 向 けの情報 の質 の確保 と, 必 要 な情 報 を取 り出す ための情 報 の

整理 とい った面 で の, 行政又 は情報捉 供側 の役 割 が必要 とされ るo

o 高 齢化 す るに従 い, 社 会 的行動 も狭 くな る傾 向 に あ り. それ と共 に 自

分 に必 要 な情 報 も収集 しに く くなる ことが考 え られ る｡特に専業主婦

であま り社 会 的つ きあ い も広 くない よ うな高 齢女 性 の場 合 は問題 で あ

る｡

○ ひ とり暮 ら しで あ ま り地域 のつ きあ い もな い人 の場 合 に, わか らない

こ_とに答 えて くれた り. 各種 の相談 相手 と して常 に精 神 的安定 を得 ら

れ るよ うな相 談機関が地域 にあ るこ とが望 まれ る｡

○ 行動 の制限 を され ることの多 い高齢者 に と って, 情報 や相談 ごとが必

要 な と きに, 的確 に速 やかに手 にいれ られ る相 談 情報 システ ムの開発

が必要 とされ るQ

家庭で利用できる新しい情報通信システムの利用意向

(抜当看12) 利用してみ1=いと思5 利用したくたLt

汁:-.ムパlJ十'/〆･Tt-▲七†▲リティ 誓 .Y.If:≡;,i a:宅沙紀 在宅一ltI 在宅学習 汁′

(備考)1. 内閣捻理大臣官房広報室 r悼報社会に関する世論調査｣(昭和60年11月)に上る.

2. ｢利用してみたいと思う新しい情報通信システム｣についての数値は､総数 (2.349人)に対する比率を･示

す_

3 . 国 拶崇 イヒ と 高 曲令イヒ

○経済のグローパリItf-ションの進展に伴い, 日本社会の国際化は一段

と進行する｡

OE]本人の海外披脱着が今後も増加する｡

○テ毎外進出するE]本金共の増加により,在留法人の増加と滞在期間の長

期化,逆に外国企業 ･外資系企業のEl本進出により.在 El外国人の増

加と滞在期間の長期化が進展 し,人的交流が拡大する｡

○輸入消資財による市場の開拓が拡大する｡

○国瞭情報の流入丑が今以上に増加する.

25 3O35 1u 15 51) 55 5{)(刺

(紘) 滞グラフは竣肪先口柑l収は回朋州収比で.()内は神位%である｡
(淡Il) 地溝省rLu入関管BB削l年机,ru入Eq管理の回朋と族8｣Iこよる｡
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旦 え イ7 ス タイル娃

'̀港北人"

○人生の焚を求め,高め. 自分文化を創造する

○都市と秩僅的に関わりながら. 自らの人生 (生活)を自己実現の手段

としてfA築していく. (享費だけではなくぬきかける)

(有lステー ジは

○人々の生活への営為が生産と消炎.公と私の配合化を通して､新たな

生活の重心軸を形成するプEtシューマー化

〇分鼓しあい集中する､特化しながら由合す二律共生のホElン型

08引こ関わることが人々にとって人生の実裁 く自己実現のシュミレーシ

ョン)となるステージ

(昏システムは

- ライブリド:異なった空臥 イメージ､終結をつなぎ恕合させる生

きているシステム 一･･

〇人々の思い ･瓜いのコンセプトにより統合化きれた未来社会システ

ムのイメージが人々の行動をすくうような都市システム.

0生活良美とその普及活動のためシステム.

〇人がBqわることで成長していくための仕組と仕乱

稗にネットワ-クに支えられたオペレーション也能の開発.

o一つの都市扱能が卓絶的ではなく.本文的に多元軌 虫合性を有し

ている. (施設拙誰のハイブリッド化と利用のハイパー化)

○公と私のPRりない改含化.

〇枚能を明確に食めず使う人の中で白点に決定される央深さを持つフ

ァジー的システム.

<多元的捜地> <快適>

･生jLとFAftAJiL81t:丁もtlE

各色Etのl芸Jl･lモさ11E
もライフスタイJL'のLCi,･九JZkHE

rill(事 尺 技 . 井Xlt)の A71■L一
-EZ尺IのEl己XIJ七3[▲AAJL

く>

ⅠV . 碓 Jヒエ - - タ ウ ン に お iナ る 高 齢 イヒ社

会 へ 向 iナ て の 都 市 整 備 の あ り 方

1 . = ユ - タ ウ ン の 特 性 と =ユ ニー セ プ ト

○ニュータウンの特性及びコンセプトは以下のとおりである｡当畝ニュー

タウンにおいて高齢化社会対応のまちづくりを進めるに船しては､一つ

の行政区としてのまとまりと多様な土地利用を有する都市として､かつ

計画的なニュータウンであることを生かした､モデル性の高い事業計画

が望まれる｡

○そのためには､官民タイアップを中心にした様々な事業主体の協力と､

新しいまちづくりの枠組みとなるシステム ･ネットワークの構築が望ま

れる｡

(1)ニュータウンの特性

①土地区画盤理事業である｡

⑧大規模ニュータウンであり､将来一つの行政区となる｡

③ハイブリットな土地活用が進められている.

◎附かれたネットワークのシステムがとられている｡

(2)ニュータウンのコンセプ上 (道臥 鉄道･市街地)

吐 ニ2_ニ上止
〟Li-brld〟

一 多様な故 地や賀来 が混成 ･蝕合化 し､ 生 きた システム と して 自立 的

に発展するダイナミックな都市-

･坐Ju､機能.心のライブリッド

･ホロニック感覚

･私的秩序

◎都市梢道は

& 血盤よ史象親鳥
(串喋･革命)

喜子,I-_主 -

･人.もの.時臥 空臥 こと,

文イヒ､仲和の地軸化
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2. . 施 設 帯専 要 の 検 百才

○上記したととく､地区レベル､ニュータウンレベルでの高齢者対応の具

体的な施殻計画は発走されていない｡このため､以下のように高齢者人

口を想定し､国の准将日襟僧等､一般的な考え方に基づく施政舘要を薮

理する｡

①ケース1

･現在のNT内の公団施行地区の居住者年齢構成をトレンドした平成

12年時点の推計僧 (約8,600人)

②ケース2

･ケース1に公団施行地区以外のNTの計画人口に対応した高齢者人

口を加えた推計偲 (約17,000人)

(抄ケース3

･将来計画人口約30万人に対応した高齢者人口 (約40,000人)

(1)居住施設のまとめ
o先にk〟したAJt恐XE人口l=ilJbナろ月ttJE枚の必兼FL:ついて瓜下L=ま

とめる.

oA.市のJIA ･犬Jlのみ■Jltの且止すろJL4E居住水JI*九のu=宅暮NiIし

ていくためL:u.2.000年土でI:析^供JAの1-2NbtyFr書rqlJtt宅

としてtAJdされろ必dbEある.ここでは領1:. 1-2N以上tXA+lAlけ住
宅とIJ宜 しX滝する.

l二二二｣
lllllLl

】

｣二.二.- ｣

R 巨 l :I; :ll

[三三≡ 亘 ]

ヒ ｣･-･･､ 巨 .l

■l-

l_ l l l

(2)高齢者の生活関連施設の検討

o上妃.'5注入口はJ,づe.-A的/JlyLPt用～に対応したBL政EkのbuIをする.

合わせて.i71の考え方tJEJtする.

071吐AJL戊 (BZのtPIEl★)

oxJIk人口からみたJL什E■がJA丈されている打払 GJLJ2t暮qする.

○こAより.柑Adt-ムLLび考人件Ntk枚は.平成 12年攻までJ=はlBt

炊必ポとなり.在宅介Jt実技センター且びTJイサービスtンタtは.BE

lこ1施設瓜上の暮什DE必共となっていもとすえよう.

1 号 B の 加 .) 芸 d I)jT 山 r叩 ,-e■ !呈 LtYL yJIJLJ JI壬 A.iO〇人 17.cm人. 1○.Cd4人

;1hJRLZ ZId.DOC斥 JJ.I人/宍zl○.Q○○涙; 邦,I呆 !tl.:荒 ■JLtT■ (147
Liポ

老人正4 .l∫l.一叫L宗 74.Z人/冗M.eO山引 uZ.■宍 Z三】,1辰 ･1万攻 LOd床一JJZ l亡:■l▲ト1ご■
詔JZ

yr-->ス一イ N.CdO東 Jlt.▲人/5;:SJ.dqCEieI 三〇.Z戻 コ1.JR H.TZ宇 JFJAl14).○○OZ< .1 一°..I

r7ハワ -ll.】人/人tZllQ○.dd〇人) 1○.17 {lJT

i.6I)0 ≡モ介Jl=コでンクーYイサービス<ンタ..- 14.0川i一之 i.lH.J人/JiJ2川.OdO耶 J I.○3m I.0Jm 相.ユJm R.～" … 爺出 l+TtFIE=1,■,til

LIl'也 ルパ.- LM.〇〇〇人 Ill.1人/人1○○.dq4人J 一〇.一人 77.l人 147.1人

･=モ介仔rL.)A 三4,404人 LdM.1人/人的.dd〇人1■ J.L人 lLl人 lTJ^ li

◎文相ペースの事3Kあるいは.牲Hが必兼と考えられる公八 ･公iHt枚 OZiX所l=ついてLiarくのJk枚tht忠建され与れ NTの事JLJrh-として
oJ(r書の生楢PI姓JtJiのうち.Je乱 kJl.スAtJ/､世JA.&ぴモの は公AXhFH I=糾 ､て全てlこ対応す ることにはなっておら･{.*と土

fLの71吐AJt枚についての必柴Jtをbulすると放浪のi4りである. った凡良の耳■書糊付住宅の娃枚にElしては･MI…)l;幹浪カもいl土光

Oこのうち4:W. kJL スポーツ及び8(祉Abt収については1ヶ所以上の hEしたJt作の必兼任bl#いと昔えよう●

Bt枚Jtが必dとrLウ.見開ペースでの事1化ニーズのrぎDEうかがえる.

* .1 兄 丘 0比人口ユOq.〇〇〇人 euT以._烏 .IllL.17.004人J公 芹 ･) キ fZきオJ)1え

Lt方 長UtとLl l I 1 2.A.3. CdNさ LJヶ所 L=1ナS. I

-1 5* 1■ql▲1-▲■且 l 1 1 1-,-3 ち.ヱN/CのlIと 1.～ケ¢の叫台 J.lケ 九1】L?*1人7Iサトネス等

Slat al Et LJt1-也】づl山1LZJー-せト▲NZZ JtEIGUIjEJLqI ･上JarpEJl州 Jt3-.I

JF at市 tlL7▲I▲:三年 ti

tJ 社 l I I I 2J-3 ･託.旨iJ<iiJb8-.t¢のtI書e叫 ◆ 辛/173】2ヨウBA炊/JW人ケ戊ケjyriKせ日等卿 王

壬 人 穴 事I事y.4噴,1ルテ7--等 辛 I ヰ ･才王ifJ<pLX*】.I¢の4台Lか】4台 /】04人.ケ滑ケRrZlEEl等(E事言HHI王

拙 センター 1 l l 2.L,3 ･X;tf*LEJRl井I.)¢のLt書 JCm4書 1早/l血 生○仙/ 1.○DO人ケ.51席 zd鵬 .T3.計甜 i
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ンセプト)
oさらJ=.よりJL… 生酒瓜連t- ためlこはサービスのPl上と井に7m

書の生別 =仇わも未知TLfM をl}サーチし･- ･夷&すらことによる.

析たLJ:生活プEZlクトのJI1-州 持される･モのためにはケア･生結実

bL.メン>Jh 旺zE.チ-シン,I‥ ティビテ川 1書のM JAにil

り一代 のbるサービスシステム川 ち181互の- 共沈を阿る必Btが

ある.

q)うイブ･1ロ1クトコミェニチイ

o■■書もNL*書からJt封書.uEたせりとtか ､*拝状qE女7rt,･土た生

活■■L そしてqL々 なはカセ書す8･モのたれ 舛々なケT･生活支

妓サービスに加え.di)のすt川 .ftカセ生かし･さらl=Fq上古せ･～生

古生卓とした生活をおくろためのdLa･4(Pくこと.兵iAすること･
学ぶこと.鼓現すること)が求められている･これらはk近なエI)Tの
みならす,広壮に洗った4f正い共沈の可n性tJQつことが必兼とILも･

_卵 mLこ附 ､れた土ちづくi
o舌住宅k枚lこLt入されるNL々 なサービスや〃 ティtfティ舶 札 事1

tt等から良己完Jt的L=,i" t与である机 公的JW とタイTyブItl合

化Irもこと糾こJ.り.それb(身近fLSリTのコTとlLり･上Rr一天tt
t持つ生括サービスシステムJの一･,としてふ.}トワークされ･dD:く

JC即 こPbtれた.+J用しやすいシステム,lくりを巳指す･

_±空IIエ+イIrJLJl▲n tpづくl

(7m 化吐血七貰える^づくり.&■づ(り)

oす性代姓氏の*与は 七生eとしT=ものl=するためL=は･州 4:F約 ･
知芯とJLJA女生かせも7rP-がその汁l川 とfJ･りえら･そのための4･

tta.仕JAみづくりを困る必≠がある･

.忙しい,削 ､人t手別け る. (托札 生括IHI)

･t*+bEAt封書t介dする一

･AIJAt生かし淡々IL如 し 文化t伝える･

.tt々 lL九九 姓れ七生かしたコミュニティ511ブ

o士(=.bらゆるQ:1u.7川 化牡AL=おいて宛先する片岡Jlt共iI比AL･
tt代もJJ九たれりJLみDE出米もようIL人づくり･件71づくりbt必東であ

る.7.に71枚州のtt宅 ･托吐･保七･鑑■のIk 公的lNとの没前舟

臥 18tlLと.より始Jt札 事A的L=対応でせる件ItttQIすることbE

▲Jlである.

3 . ニ ユ - タ ウ ン :車:業 に お 8ナ る 商 勝 者 対

応 の ま ち づ く り の 考 え 方

○措北NTにおける高齢者対応のまちづくりを進めていくに際して､NTの

特性を席まえ､以下のような視点に立ち, ｢安心｣｢多様性J rうるおい

とやすらぎ｣｢生きがい｣といったまちづくりテーマを考慮したコンセプ

トテーマを殻走する｡

○ここでは､より計画的で良好なまちづくりに相応しい基本性能的観点に加

え､時代の流れに応じた都市形成に相応しい､より高度で多様な生活環境

づくりを目指すものである｡

(1)コンセプ トメイキング

コア(生iaJ1ユ

l■Jl

tDウイプ▲ナ-リ■Jr}つて■■し■l1与̂ 一■trtAAJJ■づくウ･> ･J- ･btk羊.'は̂4}のJLBBへJ>Jント

I.5くウ

;:芦 :: ≡;;;;蕊 )ヽ
Jtt2 +I/トウ-.タ

5ZJt泣Ef) JLdI■ITCkl-′ウンl=止って9川でJ>

①判JtlLやすく-A托4:Mつ

ま枯サービスシステムのLf入

tDライフブtl1クトユ1ユニティ

ゆNWに叫か九T=まもづくり

IDコミュニティJ)1

たすけあうtちづくり

(2)高齢者対応のまち づくりの方向 (コ
Lll tEltJ)tdLIEL.tしてパuT71IIL-I

oN5北ニュータウンのまうづくりは･ニュー,ウンnL=か ､て･モの^の

ライフステ-リJ=応じたiliEIJ居住州 の任甘えが可他とlLること4･J;

Aとするものllか8●その一つとしての■■書Pl住宅は.大JLAなElqI.

ヮンピルT-ィン〆として対化す与ことなく･+々なtt宅J;JLと一件的に

弘任し.相互l;央jAL合う生活久テ-ジ･1くりtElはす･

O-つの州 nl:､いくつかの土JI榊 のゾーン分Ill=J:川 任も･g走者

Jtる机 生椿のテリトリーモカrlLでしまわず･^々の交ikや住V九も

可nな*ちづくりとして.一体的{L蜘 d瓜 かつElLbLLTクセスが可

托'LJ{リ77I)-rL生店ステー))をJAとする･
oそのr=め.土与を仇成Lr細 々rJ=Jt糾 段蓋の州 細 めハー ドlJ:工夫

や利用の化方に->いてZlらかいシステムtlt入する･

旦 萱上ヱステージが9'わってもTL抜け ることのできる土も
orJb書へとAI年だ化するライフステージに対応し.公的住専からZW 土
で.JtdJの身t6枚代の実化に応じたJ'♯tt他を甘する住宅BBBをIW
する.

o合わせて.7m 書の事Nな捌 LやI.M的文化に充分対応できる轟ALL住

宅システA.a:甘えシステムづくりの捗fl･flEE壬生Qlする必J4がある･

o士1=繋心してTらせる4状づくりとして.8才的な生活}ltサービスを

始め.ケ1サービス等JtもがれAL=利付でさる■Jl■対応の生括MXサ

ービスBEJAのJt入tudる.

oさらに.7しいtJltEのせ下状JLに応じた生清色Nlとしての介JI九枚 (

ナーシンダJt-ム事)tJLPLTも.

_4■JIL十.r(-ltH Jfつ▲■+-ビAt･ス■▲のI入

oxA書セ一つのライフスタイルと扱えると.片々IJJt仕方1tとり･叫

広い年■■と事*tJ:lrKk4･Jlつとともに.事★なさ件の状JL&ぴAI済

状JVt書することになる.

oっより,EIyl的軸性lこJL合ったインチyL,-シ7ンのLXAlにJEづさ.t

･民一作と/LつたbtJi.bk兼の状合化と治乱 サービスのネットワ-タ

化生iILbることによってIl岨 焦t.EBJk行汝&ぴ.tt宅71枚t書tlJI

合システム化を阿る必*が46.

0そのため.Jt.1時にBl1ろケ7サービスtJ紬.▲々lJ･生括支bLサービ
ス.日7F的なtJKV積 りliI･'JハビlJ書のサービスについて.k々な
生活状JIのX+書bt+l用しやす(.かつ削(なサービス内書が舟られる

J;).公丸 長Mの改九分旭とftl互のネットワーク化tllXしていく.

(3)高齢化対応のまちづくり
キーワー ド

OtI々 IL生活卜rA～A,i.
TIll(1rJL■とのlFt
O甘･氏の1イ771■
0生爪NIN171シ17
0洗Nほれた尤物
rl~Jン.,7｢AI-J●rI●11
0,7rT･1･T仙ト〃lとなる
iE抽

○姑枚fl用のn放
OJLJPJとItとの
JtIINけ
〇人の汚さ兼するまち
0NThBLU'N辺との
わトワーク化
OT･氏IL771●a/,∧少のJt仇とJt粥

･t/.)It事しみJBJ,す石生は
･生捧持Ji.*■tの枠JAみの
Ad:LJLhえ

･未知のカがq研n:.共且と
生括Et井.trXJt伐
′11rlP* l･4-+I-1''

0九やすく文机でさる
点らかい少All

OIJlるい#Bl九の生活史佃
0点るかいd息IL1-シ'
OA-ト~のエ5A:(JP菱群朴 手1,
･引戸･内JN下りLイ1対応.･･
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(2)施設整備のまとめ

4 - 捲 北 ユ ニ ー タ ウ ン - 商 齢 者 対 応 の 施 .○港北NTの特性か ら鉄道胤を中心とした5つの 日常利用圏をベースに

殻 整 備 の 方 向 した施設配置が考えられ､ これまで検討 してきた高齢者対応 の施殻に

ついて,市の一般的考え方を滅まえ､ r役割J rボリューム｣｢位置｣

(1)基本方針､視点 等の関係を以下に蜘 する｡

○先に盤増 した高齢者対応のまちづ くりの方向 (コンセプ ト)に基づき.

指 し､高度な生酒支援 .ケア .:介護サービスシステムづ くりに加え､ 7(位対応の-Att宅 ･utJt･甘書生枯サdf-I.･J1.JL書.
LI1枚 ン 158戸-300戸玖上Fq上

高齢=加齢による生活のインチグレー ドであるとする視点か ら, ｢人

150声-300戸鉄上N上 JLとして甘tAるスシステム
生の覚を求め .たかめ自分文化を創遵｣する "港北人"として高齢者 在宅 中位対応の-JL住宅 . 2.400戸-2,声且上

が横極的に生きる､ また世代間の交流を促す都市 (施設 .イベン ト. 妊位 tR十戸の比*｡化
4E位対応の-AL住宅

仕組み .道営)づ くりを図る必要がある｡そのためノーマライゼ-シ

■介JIilq 全tF シJ-I.ステイ ■介■■の人界JLb 10OJt-400止20L8.- 〇一l■ホ--人に併枚 0公火7<uKJZ

ヨンを基調にした快適なまちのステージ .システムづ くりを図る必要 0公共7<牡上牧

があるQ iêALAJtJA loo庶,I5001月 ン I(公共)0済Jtとのt台化▲ らLtる

○そのためには､ これまで検討 してきた様々な施殻を単独に乾備するのではな く､相互に関連づけ､よ り高度なサービスシステムを構築する
ケアホテルa.宅 ■介dtの入arJLJLシ■-トステイ在宅介Jt 100成一 上 スとの扶台化 的B,003̂

と料 こ､高齢者の経済状態 .身体状態に応 じ､利用しやすいシステム tK■i枚声件 暮 OL*JLtJqJt 対6.

づ くりが必要である.

○つまり､住宅 .介護施乱 生活関連施設､就労､ 生きがい関連施殻 .
･捕秩 -Jt.ホ兼BlJk■ OLLJLkJIt0そのfL

機会､都市基盤施殻が相互に関連 し､公 .民が タイアップし,高度で

利用 しやす く整備､ネ ットワ J､- 774 Jl Jg>イブ サ-ビスのー97l ･ 上.⊥ t正 t eT 4

生招サ支I沈ビス施♯ i 点 4-5ケif机上 とOF枚可H ビ1才Ja作AlK 0柑Jt0++OANf

恒 の舶 舶 l

N.̂のJf介 1ヶ所-I

廃 刊望 墓 .T i-文iI TL､ tと'StJL .JLJtif;･TIIIL'7I･一己■上･真X･Lt事 blLt.bi枚 全件 -JL 1ヶ所玖上(JK枚1ヶ所)生a{上i* ■也H1A~枚 全件 ■XJdh.和J* 且ull.-2ケ公共2-3ケ l全棚 棚 t}

-(七人大判 Jtサ-ビス ち.

仙JriLN1kR L Jllサービス 戊芸筑 庸 附～4"

人に上古共用PIFu人に上古共用PIFu



(3)施設別並佃の方向

①居住地殻 (住宅)

○健常時から虚弱噂をを対教とした高齢者対応の住宅タイプついて､令

､々高齢者人口の想定ケース別の施殻ボリューム及びその整備の方向

(供給形牌､位置)を以下にまとめる｡

烹こ哀更 8,-人 1,700人 40.-人

公 EZl

公的住宅 公 社 300-600声 590-1.180戸 1,390-2,780戸

(中位) 三言;:;,-

公共福祉 強 大
130-280斉 250-500戸 580-1,160戸

(低位) ケ ア

丘rU有料老人ホーム

(7(也)

中 位 2.400-2,700戸 4.720-5.310戸 11.120-12,510

在 宅 低 位 1,040-I.170戸 2,000-2,250戸 4.640-5,220戸

首 位 1,120-1,260戸 2.160-2,430戸 5,120-5,760戸

ロ重ヨ 【垂亘:亘∃ [互:∃

Fr

(≡∋

(霊) 轡 蓋隅 -F :I :側

｢ - 1 8= ;迂宝玉gTB(潔.1r----- …崇 ニラ竺r〇 一lT 巨 を ｢ ｢ 一 …= =-
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⑧生活関連施殻

o高齢者が安心して暮し掛 ナていくための生活支援サービス､ケアサー

ビス等に関連する一般的な施殻について,市のヒヤリングを雌まえ,

一般的な枠組みから考えられる施殻整偶の方向に付いて考え方を生哩

する｡

分 Jl JutCt■ 必光ZkI (ケif)

IT.介JtJtA T4PI■JIt̂ ▲-▲ 4-5t^ALtJLB 4-5

2,003康対JZ;

ーJLLJL 暮JL l43-114
Lik tL合 1.-Jt3-a

生活1'ZII-t-A S★

★

生活向上.生ebEいJllk枚 七人74ttLy1- I蚊上沌Et>1- S

a.在垂支援サービスセンター
○当玖施設は､市独自の高齢化対応鬼瀬の目玉事業であり. r在宅介維

支援センター｣機経を有する｡

上記したととく､ 日常利用圏対応の配置を目指した在宅者対応のセン

ター施設となるが,NT内には単独の土地利用が予走されておらず､

他の関連施設等との複合化が基本となる｡

○この様な公共の在宅支援サービスセンターは,本来､NTにおける中

位一下位周の一般高齢者向けの日常的な生活支援 ･情報サービスセン

ター施設としての役割が期待されるが､現段階の荘官実働は虚弱者対

応の適所型で限走利用とならざるを得ず.むしろサービス内容及び運

用システム等の枠組みの展開が望まれる｡

○この施設はNT内における公的な生活支援サービスセンターとして日

常利用ESにおけるコア施穀と期待されるものであり､その迷宮システ

ムや施設内容､サービス内容の飛渡を前提に5つの献升席対応で適性

に位置される必要がある｡

b.在宅介#支援センタ二
〇当放施設は国のゴール ドプランにおける目玉事業といわれるもので.

r相我｣や r各種サービスの捕獲｣. r介様の指す｣を行うことを目

的に24時W体制で対応する必要があり.デイサービスセンター､医

戎施設等との併殺が蹄堆となる｡



且一生乙止 鑑施遡
○ケア･介誰施穀の圭的不足は多くの指摘を符つまでもなく､港北NT

にとっても安心して最後まで首し掛 ナられるまちづくりを目指す上で

重要な施設であり､適正な施設数が適正に配置される必要がある｡ し

かし.この適正値はNTの市街化の進捗状況や施設利用者が必ずしも

NT地区内限定でないことから.また在宅介誰のあり方等が未放射で

あることなどから,発生原単位に基づく計画他により施奴計画をする

ことはいささか乱暴といえる｡また,当該施設への一点的に持たれて

いるマイナス的なイメージ-の対応も導入に府しての考慮点となる｡

○ただ､一つの目安として上記した様な日常利用圏に1ヶ所程度の施設

数と一般的な一施設当りの床歎確保は必要と考えられる｡

○楯広い高齢者への対応を回る意味から公的施設と民間施設がバランス

よく並珊されることが必要であり､また,施設利用やマンパワーの合

理化による安定した道営と高度なサービス提供を回る意味から･公的

シニア住宅や有料老人ホームとの複合化.あるいは在宅支援サービス

センター等とのタイアップが望まれる｡

∫.生酒向上 ･生きがい関連地殻
○高齢者の娯菜､アクティビティ酒乱 交流に対応した公共施設として

老人福祉センターがあるが､港北NTでは現に1ヶ所並指されており,

市としては新設計画は考えていない｡

○この生活向上､生きがい関連の施設は高齢者対応のまもづくりにとっ

て重要な施殻であり,かつ必ずしも高齢者のみの利用を的箆とした施

設だけではなく､多世代に凍った利用交流が可維な施殻が望ましいと

いえよう.そのため､老人福祉センターに代わる公共施設として､ス

ポーツ･文化機能から成る r地区センターJが上げられる｡

その施設五指に当たっては利用しやすい適正な配置を行うとともに､

施政内容の充実化を目指した的連施設との複合化もテーマとなろう｡

○その他.多様化する生活行動やより高度なライフスタイルを求める人

々に答えるクラブライフタイプの施政づくりも必要といえよう｡
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○市はこの施設機経を有するものとして､独自の r在宅支援サービスセ

ンター｣事業をスタートしているが､ここでは24時脚体制とはなっ

ておらず､またこの r在宅介誰支援センター｣の整相をどう屑附して

いくかの検討が行われていない｡

Or相談｣や r各種サービスの謝盤J､ r介JGiの指溝｣を24時Iul体制

で在宅者-サービスする公共施孜の盤佃は高齢者対応のまちづくりに

とって重要なテーマであり.日常利用祉対応の情報コア施殻として適

正なエリア配置が望まれる｡そのため.上記 r在宅支援サービスセン

ターJと合わせた施設内客.迎皆の仕組み､適正な取直等に関する換

a･tが早期に必要となる｡

〇在宅の高齢者にとっては､経年変化に応じ､必要なサービスを必要な

ときに利用しやすいサービスシステムが望まれるが.上記.在宅支援

サービスセンターは実他として利用限定とならざるを得ない｡

○そのため､当紘施設の内容､仕組みの111組を一方で期待すると共に､

民TUベースの生活支援 ･ケアサービスセンターがEl常利用圏対応,あ

るいはNT地域対応として整備されることが望まれる｡

○この施設は一つに公的シニア住宅及び民間有料老人ホーム内に附加が

想定されるサービスセンターの地域開放が考えられる｡また別途NT

全体を対象とした.より高庇なサービス内容を相加したサービスセン

ターの盤館も考えられる｡さらにより高度で利用しやすいシステムづ

くりを目指す上から上記公共施設とのタイアップやサブセンター的な

施設配置サービスネットワークシステムの構典が望まれる.そのイメ

ージは後述するとおりであるが､幹袖な検討は今後の作業に期待する.

d.医療施殻
○上記したととく,医溌施設用地以外における医凍施殻の盤絹が必要で

あり､これらは民有地や他の地殻-の練合等が期待されている｡

有料老人ホーム-のサービス舗童からみて､高齢者にとって安心して

甘し続けるまちの生活甜連施設サービスとして医虎サービスへの期待

は極めて高いといえよう｡この医虎サービスは健康管理チェックや食

事の栄養指導-と情報サービスがシステム化きれることが望まれ,2

-4-D地区における公団シニア住宅の計画や申銀ケアマンシオンで

は同様の視点がとられており､公社の計画でもテーマとして取り上げ

られている｡

○そのため.地区のコアサービスセンター施役としてm符される公的シ

ニア住宅や有料老人ホームの計画に際して､周辺地域への利用を前提

とした横位的な呼人が望まれる｡
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③高齢者対応のインラ ラ整備

○従来の ｢'tf7｣のハ- ド面そのものは.若年層 ･壮年層を中心につくら

れてきた感がある｡

健康で健常な人々が,いかに効率よく ｢街｣のもつ各機能を利用 し生

活できるかが ｢街づくり｣の大きな視点 となっていた｡例えば交通網

も公共交通機関では,マストランジェットをとれるように,多望の人

々を正雄に目的の地点まで'運搬"することに努力を傾けてきたこと

でもわかる｡

このような朝例は交通 ･道指の構造ばか りでなく,公園や各施設まで

含めた範囲が対象となる｡

○往iの基幹設備であるインフラ整備は,高齢者や障害者にとっても十分

利用できるものとして整肺されなければならない｡

インフラはそこに居住する人々のライフライン (生命線)ともいえる

ものであり,交通 ･道路 ･公園 ･各種建物についてその構造 ･ディテ

ールは,誰でもが使用 ･利用できるものになっていることが.ノーマ

ライゼーションの理念の実現化の大きなバックボーンになるべきもの

であろう｡

ここでは,東京都が策定 した ｢福祉のまちづ くり整臓指針｣ く昭和6

3年)より一部を抜粋 し,カテゴリー別に定められている,基本的な

考え方やスケッチ図を参考として掲載 しておく｡

○土地利用とインフラ整備

捲北ニュータウンに於けるインフラは,質 ･塵共にその内容につい

て,十分検討されなければならない｡

蕃稿ではその内容そのものについて,ニュータウンの視点より述べ

る立場にはないので,高齢者や障害者の立場 ･視点からみたインフラ

鑑肺についてみてみる｡

前述 したように,これからの街づくりは,ノーマライゼーションの

理念が具現化されていなければならない.特に,今後高齢化が予測さ

れる地域では,その配慮を十分にしていく必要があろう｡

街づ くりは一朝一夕にできあがるわけでなくて,長い年月をかけて

作 られるべきものであり,早急に結果を求めたり,効果を期待すると

いうことも難 しいものがあるが,ニュータウンとして新規に造り上げ

るようなItffづくりについては,出来るだけ早い時期から ｢言任でもがつ

かえる｣という様な視点で,各所を見ておくことは重要である｡その

ためには,自治体の中でも建築部と福祉部がまさしく連携を持ち,工

事施工以前にチェックできるようにしておくべきであろう｡その時に

地域住民か らの ｢ニー ド｣を的確に把接 しておくことは言 うまでもな

い｡

土地利用計画自体は,ニュータウン全体の問題である｡ しかし,例

えばニュータウンの中に在宅ケアシステムを構築するにあたり,拠点

施設とのネットワークは,計画時より組み込む必要はあるo

入所施設としての特別養誠老人ホームを建設し,併設 して在宅ケア

の拠点や高齢者同住宅をつくるなど,小地域コミュニティーの中で適

正配置をしていく事が望まれるところである｡

施設の規模などは,国の提唱している ｢高齢者保健福祉推進十ヶ年

戦略｣の中で,整備目榛として定められている施設もあり,参考にし

ながら配置 していくことが必要であろう｡

もっとも,福祉資源の総盟は.ニュータウン内だけで完結するもの

でもなく,市全域の中で考えるべきものであり,今後は自治体と協議

を重ね,本ニュータウン内に何を,どれくらい,どこに配置 していく

かについて,より詳細な作業とともに,全体的に術轍する作業も同時

に行なうことが重要である｡
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④高齢化対応社会 システム

○高齢になっても,今のまま住続けたい欲求は住民の中に等 しくある要

望である｡

しかし,加齢とともに身体や精神に障害が出て くることもあり,必

ず しも要望 どうりに住続けられる様にはなっていないのが実状である｡

それでも,なんとか住続けようとすれば,そのためのサポー トシステ

ムや仕組み作りが必要となってくる｡

例えば,現在のところ介護が必要となった場合は,既存の自治体で

行なっている公的サービスを受けるようになっているが,質 ･塁とも

に必ず しも利用者のニー ドに十分適合 しているわけでなく,より一層

の改善を望む声があるのも事実であろう｡

また,地域住民のニー ドも,その人々が生活 してきた背景 (生活歴)

により,多様化 してきているのも最近の傾向である｡本ニュータウン

の様にホワイ トカラーをリタイアした人々のニー ドは,それなりのサ

ー ビスの質が求められ,既存のサービスでは,必ず しも満足するとは

言えない面 も見受けられる｡

このように見ると,本ニュータウンと似ている様なコミュニティー

をあげ,先進的に行なわれている仕組みづくりを参考にしてつくりあ

げる作業が必要となる｡

近年の傾向として.在宅福祉サービスは住民参加型や民間企業導入

型など,一定以上のサービスを受ける代わりに,ある一定金額を支払

う (有償福祉型)ようなものが,都会では多 く見受けられる｡

本ニュータウンでも,住民のニ- ドをとらえれば上記の様なサー ビ

ス供給体制の確立が望まれるところであろう｡ もっとも,供給する側

の教育と適当な料■金設定等,検討する項 目は多 くある｡さらに言えば,

謎本的考え方 ･理念がしっか りと位置づけられていないと,ただサー

ビスをあげるから金を取れば良いという,安易な方向に流れる側面 も

あるので,十分検討 しておく必要があるのは言うまでもない｡

この様に考えて くれば,公私の役割分担 もより一層明確化されてく

るはずである.自治体の実施 しているサービスレベル ･塁を,より詳

細に検討し.市と協議 しながらサービス内容を定めていくことが重要

である｡
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⑤高齢者対応地殻の配置構成モデル

○高齢者の生活行動及び身体状瀞に応じた高齢者対応施殻の相関を盤理

する｡ これ らの施政は公共 ･民間相互の連携､複合化を図り､ 日常刺

用漸対応､NT地域対応等に配置されると射 こ利用しやすいネットワ

ーク･システム化を目指すことが望まれる｡また､様々なライフスタ

イル ･ステージに応じ､より豊かな生活創道対応の施殻整備が望まれ

る｡
～

○そこで､ これまで検討してきた高齢化対応地殻の内容,公臥 公社､

民間の高齢者向住宅事業主体の考え方､市のヒヤ リング等を婚まえ､

日常利用淵対応の施殻構成モデルのイメージ及びNT地区のネットワ

ークイメージを盤瑚する｡

住

L･P･C I
(.1T･区L･(九の利用En 巨≡≡ ] (身近仙 - 劇
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V . ケ - ス ス タ デ ィ

○これまで検討してきた高齢者対応の諸施殻は､身近な日常利用圏に対応し

た､安心して暮し続けるための､いわゆる生酒利便施設的な生活支援サー

ビス系施殻とケア ･介横糸施設であった.

0高齢者は一つのライフステージ､ライフスタイルであり､様々な身体状態､

生活行動､価値観を有する｡街に,都市に､人々の多様なライフスタイル

に応じた様々な査閲 (時､場､機会)があるように､高齢者にとってもよ

り豊かな生活を送るための様々な時,場､機会が求められよう｡

ここでは機能性の高いエリア対応施設に加え､またこれとネットワークし､

NT地域全体を対象とした､より高度な高齢者対応のまちづくり､生活ス

テージづくりを目指し､以下のような考えに立った施設づくりを提案する｡

1 . =コン セ プ ト ･ メ イ キ ン グ

xJIb対応の*与づくりの千一11 t ql の 方 向 と Jt Jl

ライ7･ブEl1クト クラブ

Oより4れた生括hLnの
ためのステー.}(≠血.
■)づくり

obL々 fL人々がfdJVLや
すいサービスシステム
とネγト'7-クのPL#

2.. ラ イ フ ー プ ロ ダ ク ト ･ ク ラ ブ の 考 え

霞岳

○これまで検討してきた嘩北NTにおける高齢者対応の施設盤偶のうち,新し

いまちづくりの核施殻ともなる rライフ･プロダクト･クラブ｣について検

討する｡

(1)ライフ ･プロダクト･クラブの考え方

①より倭れた生活創道のためのステージ
(機会 ･場)づくり

ol呼にlよ.^の生藤生Nllこおいて r由加IZIめられる生酒･モ/･ユト毛iA
LみせJaする生tBJが■り成されることが生まれる･モして･ これらのこ

とをiLじ､自分色AをNは ･r斬い ･かたちで dTAtLより群く生せる'lt

)いうilのひとつの手だて (tEW)が必実となる.Vは Ifdl'}ティ7'なik

5Lの1みlH 力良かこ井する自分のTAlの仕方を大いlこJbll生tJtかにす
るtIので上る.

O対に7tJI書によ･>て11.これ土'CのytL的IL生活行Jbは 牡^帆 失Jtl
呆戎-)の4'dlからl)タイTL.自分良さの生括行J-.ずtL牧の枠止み4:

見dLL.JLみAAも必弱が生じる.そのためのAM ･共杜･そして抜群･
Jl台bE必鎖でカ8.このことは暮市生仏書のとtJするとfN性化しがちな生
砧lヲJI.=とってt,Jtilのテ-丁といえる.

oっtり. (自立Jとは^の判りAわざれすEl≠生括七すむことにとどよら
ず､r生きがいを持ったJ生終車おくることであり.その r生eがいづく

り｣にはNLJEJIiI.吐虫●加.生牡牛Yを含めr=t+々IL生派ステー<}PE必

兼とILも.

Oモのための rt川= tLZ;め.それtまZIする r斗AJをJq出し.rd正し
た生別 の書びt#めも r仕JAJtJAみ込ん11まちづくりを取る.

OさらL=r7tJl書JのtJ*JtLiJ心 であり.そのJtJ+.■iL.*た韓■やリ

ハビリ¥事方軌 こalもfAti的I..･研究や其れによる技蛸のml化を咽るJ{く

⑧様々な人が利用しやすいサービスシス
とネットワークの構築 (様々な高齢老
対応事業のサービスの高度化に
寄与するシステムとネットワーク)
oこれら4･iLtirhもが土士の●.̂ 生･生活の■持Jから r上りdEれT_･
･人生 ･生材AJ4Jt国手ライ7･ブFllクト･コミュニティ-づ(り

EI指す.

o公El･公社･艮NI等の■■書PHk宅のサービスの7EOT化を限るためには.

良己亮JJ的な比丘IB枚･サ-ビス放映のみでは.XjFのA柱がdKしく事)

ttLこまい ･.土た.モの他の在宅X中書等への好応も考dLすると.tA々/

xJ■対応の先攻･サービスのうち.各7fJI書け=J住宅-の札合化がLqI

J'TもID.^るいはサービスEIJAをLL:Jll:方bESL士しいt'れ 相互のflJ用言

･/トウ-クの工夫が書えられるt'の.時代のilれL:応じT=ポい ､コン七■

ト対JZ;のJkAL等をJE的したセンタ一也代有する光政が必要となる.

oさらlこ#**4:-つのライ7スタイルと什らL かつdJZ:t､年●FI.多も
なすtLiLa･持つことセキJIL､†より&れT=生活*JnJを可rLとするr=i
L=は.一貫性を持ったサービス3'ステムのLf入A:より.ケT･生活プロ3

クト等l=Dl暮する淡々IL研死･共妓女行い.そこで■仇されたノウハウQ

托仇が必共と考えられる.
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(2)ライフ･プロダクトクラブの施殻構成

○上紀高齢者対応の地殻サービスのうち各高齢者向住宅-の複合化が困難なも

の､公的地殻以外での整備が望まれているもの､相互の利用ネットワークの

工夫が考えられるもの等を集約した複合施枚のイメージを盤瑚する｡

oまた,高齢者を一つのライフスタイルと捉え,かつ噸広い年齢胤 多様な佃

雌概を持つことを考慮した生清総合プロデュースのための研死 ･開発 ･サー

ビス提供機関を改立する｡

oその地殻構成を次のように想走する｡ただこれらについては今後､関連機関

･企 業 等 と の 協 銭 に 基 づ き 辞 細 な 銅 盤 が 必 要 と な る ｡

○以下をこ,ライフ･プロダクト･クラブのステージプログラムイメージを示す｡

(T･/パー1ドル血シニア対応の生活ソ7川 免研死所)

Oライフ.プロ1クトクラブのコ7- として･知とゆとりもるエンジ王イ

ラ･17七日はLF=生きがい･J;し方等のソフ川 免生広地k NrRL払tm

行う.

oそのライフス>イル付応の7T･Jシ'ン･〆-/ズ川允･鵬 化1才のJIH･

O&しくゆとりのもろさt.･仕JFt作るエステティブタ&リテクゼーシ]ン
trN.ステー51

0シ三Tライフ対応のrA (在宅ケ1fd品川 Jl等)の米Jt'H兄

姐 主立 や ジ
O士1='N!九る生柄用品tJt畦4位 (サブステージ)で収JEL.相互にtlM共
沈LILがらりニュー1ルし.AI兄Ll上EiZ等へのhLAb品としてP呈するI

oAl人のdlラン>･)-ILコtユニティ57ヨナによさit虫tttJ+った生亡がい

づくり. (.)こユITルのための工夫･ノウハウの向上とtのIIN放映･

犬iIのコTとしてtI)

oAH.州こIJAb(送る)するための実生づくりとして'JニューTル長のだ完
やその他を含めたバザーや.ライフ.プロ1クトクラブよftのイベント.

JI-テイセ的fLすも.(dtビーゲーム.コンサート､tのfAスポーツ･文
n.1iJr)
⑨アート&クラフトステー_y=
o良分文化セbHilし.itしみJJ･がらリラクゼーションする7-ト&クラフト

舛iLのIJn'ステージ.

oIq用tのJL内t斗まえつつ.自ら立件的J=利伸.Jl仲'r古ことtX本に.

また■7tすることJt含めたブElグラム (クラフトホビー.〆ルJ.文芸.

スタジ*､dl-ル.Tトリエ- ･)
ofは iIJtのJUB･レンタルサーt='久4=行う (ハンズ伽 とともにA件にbJ

nzTるステ->'Jt托LK
o古ステージl二はそのステーi,'メニユIlこBtするyFrl対Ztやtl■t姓帆で台
もインストラクター､>'耳ントル*-ガナイサー的な人々eJaL.士たイ

ベントプElグラムをlt̂

⑧コミュニケーション･ステージ:
oT-/J1-1ドル～シニ7対応の点QL拓qを甲心L:LJこ.LL介LO血 ビ一･ゲ

ーム等tJl介し.旺外の片々IL̂ 々が宍itする文月的なイJlントプログラ

ム4:Lt入LNFLする.その臥 時代の光れ.^々のニーズI=応じたイベン

トやdlビー七ブElデュース'Tも.

昼ホスピタリティーステ｢_望
oLilA化lこ応じた州外からtGれ与X■廿や-JZの央ZG書への心のこもったも

てfLLと.肌哩Jlやかなサービスによる･JL久tZダリティーも引相 サー

ビスの也恥

○事世代をJdlたPt々 な人々の刷 Mt可代ILスポーツ姓故により.〃 ティ

ビティあふれる生括ステージ金地吠する･合わせて身体状JPこJSじた姓ZJ

チエ･/ク･IJラクtt-シ戸ンル-ムをhIJる一
旦サポート&サービスステ二里
oiE宅■等への生活まEI･ケ7･･介mlこDIする･tA々 IL付けを･一貫ttを持

ったコントE)-1L,サービスにJ:り.舟かして判FdLやすいシステム七fA耗

する.

製麺ウンセリング&アドバイスステーゼ
o上1ebE汝と光れし.鍵Al･生は和bt等 L̂の対応ステージ.

(3)ライフ･プロダクト クラブと高齢者向施設との関係

oL･P･Cと高齢者住宅を始めとした各施設とのモデル的な関連は､次のよ

うに整理できる｡コア･センター (高齢者向.住宅プラス生活支援 ･ケア等の

地域阿放)からのニーズ臥 ナ-シンダと健常者のより高度なアクティビテ

ィ､及び交流であろう｡

ダ" .Jブ 諾 t1トのeltI可)

*Altt宅ブラ17生▲★Zlケア■･ のJt■～JEI

07DH-E'l▲0相AAトt-A□N加卜と~Al1 ∫L止 止 Z呂;認 諾三rh';- ;
苧画 ■:

NF■DM一一 I----や恋.一書 OBJLai.

丘JLJLJt0分苅PFM HFFLや.rいI-t1. より4れた生法J44のII*A■ 血 とOA■書̂一-▲,0そのLLALLt7r■td=宅 NJ

企且岨0村JIA-▲Ot^CL■AZl0モ人打払tyト

令用 JI
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3 . 地 殻 青十画 の 考 え 方

①施設構成

○ここでは一貫性を持った､より高度な施設計画を図るべく､L･P･C施

設に高齢者向住宅及び,ナーシングホーム ･ケアホテルを併設した検討を

行う｡

②配置計画 (ゾーニング)

○大きく､高齢者向住宅から成る rプライベートゾーン｣､ナーシングホー

ム ･ケアホテルと生活支援サービス関連等からなる ｢ソシアルワーキング

ゾーン｣･及びスポーツ･文化関連の rアクティブゾーン｣の構成をとる｡ 冒認 芸吉警

○全体的に大きく3段:の道成毛盤から成ることから､ これに合わせ､プライ

ベートゾーンは高低差を持つ敷地の上段､西卸に配置する｡

ソシアルワーキングゾ-ンは他の二つのゾーン各々との甜係から両者に挟

まれた中段に柾置する｡

アクティブゾーンは,人の出入りが多い施設であり､幹線道路からのアク

セスがとりやすい下段に配置する｡

⑧空間構成 (建物計画)

○南東及び西南の幹線道路沿い (アパマンゾーン)との高低差は､斜面住宅

等､建物そのものの工夫､あるいはそれと一体となったステージ全問によ

り､道路と宅地側とが一体的な空間構成を持った処理を図るとともに､道

路沿いに遠見.中泉､近東の演出を図る｡

○この二つの道路の交差点に当たる､地区南端のコーナーには､ ランドマー

ク･シンボル空間としてアクティブゾーン-のアクセス動線や通りがかり

の人々が立ち止まり､腰わいのあふれる街角プラザを演出する｡

○プライベートゾーンとソシアルワーキングゾーン内のオープンスペースに

､ は､明るい雰囲気の回遊虞園とスポーツコートを設け､ 日常的な憩いとア

クティビティを楽しむ屋外全問づくりを図る｡

○これら全体を通して､草イス利用者を考慮したスロープ､ELVの導入に

より､バリアフリーなネットワークを図る｡

プライベートゾーン
･明るいaI領空EUを91んr='
3FJB書La)CE等ゾーン

3(正真を生かした似古住等.
ステージ空Lmこより.iJりl=
面してIRるいiLtfを生み也IT

シTルウ-キングゾ-ン
ナ-シンダdt-A.ケT
ホテルと生活箕J*サービ
スBr逃足枚のfA成

配置構成図

∬正妻を生かしT=it物什膏
のTクティt:'ティ見掛 こよ
り.スト.)-トに面して7
I-バンJ-2秋和をつくる

ドマークとなる.滋わ
持つT-ト/L折^プラザ
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4 - 笥罪業 イヒ の 巧食 言寸

1)事業の仕組み

設定条件

①港北ニ11-タウンの高齢化に対応 したシステム･機臆的なまちづ くりをす

ることを目的としている｡

②在宅で生きがいをもって,健康的な生活をニュータウン内で形成 きれるこ

とが望ましい｡

③高齢者の生活に必要となる機能をニュータウン内に配置し.そのサービス

を住民に睦供するものである｡

⑥必要械能は継続性があり安定 した法人格が運営するものとし,位置的にも

誰もが利用 し易い場所に設匿されることが望ましい○

⑤計画 している用地は,住宅公団の所有地を利用するものとする｡

○住宅 ･郡市整肺公団関東支社

･今後既存のニュータウンに関して,高齢化の対応を検討しつつ･独自のプ

ログラムを確立 していく｡

○住宅 ･都市整備公団港北開発局

･港北ニュ-タウン開発の全体プロデュース･開発計画の中で本体制の位置

づけを行う｡

○神奈川県住宅供給公社

･高齢者向け居住施設の運営ノウハウ声提供し,運営主体として参加する｡

○中銀マンシオン

･高齢者向け居住施設の道営ノウハウを提供し,運営主体として参加するo

O港北都市開発センター

･施設づくり (ハー ド)を計画し,計画地を公団から取得賃貸業の仲介的役

割を担う｡

OLPC

･施設の運営法人として,各企業から参加 し法人の設立と施設の運営を行 う｡
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-守;L兼主体 第3セクター A:民間事業者 B:民間事業者 C:民間事業者 D:民間 .行政械関との提携

事業内容 用地取得並びに建物建設と各事 終身利用権方式 会員制によるケアホテル ホテル (40重) .会員制 . 生活ソフトの開発 .住民サー

事業施設 取得用地 :23.300.00m'(7.060.6坪)建築延床面積 :24.775.36mt 建築延床面積 :12.007.76nf 建築延床面積 :5.794.23Trt 屋外施設用地 :2.000.00mt(606.06坪)建築延床面積 :5.951.36mf 建築延床面積 :1.022.02mt

(7.507.69坪) (3.638.71坪) (1.755.83坪) (1.803.44坪) (309.70坪)

事業化に向けての課題 ○経常損益が黒字に較換､ ○事業初年度､利用権の初期 ○ケアホテルの会見､ ○経常損益黒字転換は､事業 〇年閉経責が8.000万円程度

事業開始後8年目o 償却によって黒字o 合計1.180人と設定○ 開始後9年目○ 必要となるが､収益は0と

○累積赤字が解消､事業開始後 2年日以降経常損益は赤字 事業開始後4年で充足○ ○5年毎の什器備品入れ替え 設定○
8年日○ のまま継杭o ○会見確保についての検討が に要する資金需要が､累積 ○人権費等は行改構関の予算

○収支バランスは賃貸料の設定 ○資金収支は預り金を食いつ 必要○ 欠損を増加させるため､事 措置を前提

1.500円/秤 .月と3年毎に ぶす状況○ ○利用率の平均化が可能か否 兼開始後20年目を過ぎて 〇日己資金0としているが､
10%の賃料upによって設定 事業開始後l2年目には賀 かの検討が必要○ も資金欠損が続いている○ 当初の資金手当により

○建築単価の設定を1,300.000 金欠損を生じ､累積欠損が ○平均稼働率70%と設定し 金利負担が変動○

1._300.000円/坪o 増大○ てい考が､需要についての

但し建築のグレ- ドを向上さ ○経常損益が赤字となる原因 検討が必要○

せるには建築コストの上昇に 賃借料が事業収益に比較し ○スポーツクラブ.カルチャ
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事 業 主 休 B.C.Dによる合同事業

事 業 内 容 会員制ケアホテル (80戸)､ホテル (40室)､会員制スポーツ､

カルチャークラブ､住宅ソフトの開発と住民サービス情報の提供

事 業 施 設 ○屋外施設用地 : 2,000.00mt( 606.06坪)

○建築延床面積 :12.767.61mt(3.868.97坪)

事業 に向 けての課 題 ○ LPCセンター各事業を合同し損益を通昇すると､経常損益は事業

開始後11年までは不安定な状況であるが､12年目からはほぼ黒

宇基調が定着するo

○資金収支は預り金の運用により､ほぼ安定した状況で推移すること

ができるo

事業化に向けた総括

(》用地の取得について

本計画における用地取得にかかわる費用は,坪単価1.000.000円

を想定しているが,この場合の用地費の総額は諸公課等の経文

を含むと約74億円となる｡

本計画の賃貸施設経営に於ける収益性を勘奏した場合には,本

計画における事業の公共性を勘案した上で,より低額による計

画用地の譲渡を所有者である公団に検討願うことが必要となる｡

②LPCの運営主体について

基本的に賃貸施設の経営を行う事業母体としての第3セクター

と,各施設の運営を主体とする企業体との共同事業としての位

置づけが必要である｡

この場合,現在事業母体として想定される4着は,公団 ･公社

株式会社であるが,各事業者の法的な位置づけ･制度上の制約

･事業の目的等さまざまな相遠点がある｡

LPCの事業を完成する為には,このような各事業者の制度上

の問題点を解決する為の研究が必要となる｡

③サービス提供企業について

現時点で想定される,サービスの提供企業はホテル ･アスレチッ

ク･カルチャー ･レストラン･ケアサービス･在宅サービス等,

多岐にわたる分野の中から,専門のノウハウを持つ企業の参加

が必要とされるが,個々の事業採算性は需要とのバランスを十

分に調査した上で検討することが必要となる｡
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